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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期
第３四半期
連結累計期間

第53期
第３四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 1,801,323 1,724,282 2,366,349

経常利益 （千円） 108,662 62,077 133,927

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 74,092 35,889 115,248

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △23,446 △35,941 △9,977

純資産額 （千円） 4,249,415 4,187,421 4,262,885

総資産額 （千円） 4,979,141 5,316,313 5,056,579

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 56.24 27.24 87.48

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 85.1 78.5 84.0

 

回次
第52期
第３四半期
連結会計期間

第53期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 13.03 △7.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、平成28年10月13日に株式会社日新製作所の株式を取得し、新たに連結の範囲に含め

ております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策を背景として緩やかな

回復基調で推移しました。しかしながら、中国景気の減速や海外情勢の警戒感から、依然として先行き不透明な状

況が続いております。

このような経済状況のもとで、当社グループは「接着・樹脂加工を基盤とし、拠点相互のネットワークを最大限

活かした成長事業、新規事業とグローバル展開」を基本方針として、「ソリューションビジネスの展開」「グロー

バル展開の推進」「成長事業・新規事業推進」を目標に取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間においては、ウレタンタイミングベルトの販売拡大が順調に推移したものの、鉄鋼用

ベルトの大型案件が減少いたしました。また、株式会社日新製作所の株式取得に伴うアドバイザリー費用等が発生

いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,724百万円（前年同期比4.3％減）、営業利益は80百万円

（前年同期比32.8％減）、経常利益は62百万円（前年同期比42.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は35

百万円（前年同期比51.6％減）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて259百万円増加し、5,316百万円

となりました。このうち、流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べて478百万円増加し、2,414百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が320百万円、受取手形及び売掛金が87百万円増加したことによるものであ

ります。また、固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べて219百万円減少し、2,901百万円となりまし

た。これは主に、土地が88百万円増加したものの、投資有価証券が342百万円減少したことによるものであります。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて335百万円増加し、1,128百万円

となりました。このうち、流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べて276百万円増加し、779百万円とな

りました。これは主に、短期借入金が227百万円増加したことによるものであります。また、固定負債につきまして

は、前連結会計年度末に比べて58百万円増加し、349百万円となりました。これは主に、役員退職慰労引当金が25百

万円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて75百万円減少し、4,187百万円

となりました。これは主に、為替換算調整勘定が70百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、16百万円であります。なお、当第３

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　普通株式 3,680,000

計 3,680,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,317,400 1,317,400
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 1,317,400 1,317,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年10月1日～

平成28年12月31日
－ 1,317,400 － 179,605 － 321,531

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　－ － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,316,900 13,169 －

単元未満株式 普通株式　　　　　500 － －

発行済株式総数 1,317,400 － －

総株主の議決権 － 13,169 －

 

②【自己株式等】

   該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 596,889 917,009

受取手形及び売掛金 635,565 ※ 723,469

有価証券 － 21,648

商品及び製品 37,913 29,222

仕掛品 377,540 436,593

原材料及び貯蔵品 206,117 199,516

その他 82,365 88,005

貸倒引当金 △314 △539

流動資産合計 1,936,077 2,414,924

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,406,761 1,381,616

減価償却累計額 △878,333 △896,772

建物及び構築物（純額） 528,427 484,844

機械装置及び運搬具 1,205,671 1,246,223

減価償却累計額 △942,560 △992,019

機械装置及び運搬具（純額） 263,111 254,203

土地 1,235,875 1,323,933

建設仮勘定 21,458 －

その他 181,568 186,341

減価償却累計額 △162,891 △164,796

その他（純額） 18,676 21,545

有形固定資産合計 2,067,550 2,084,526

無形固定資産   

のれん － 25,808

その他 3,010 3,061

無形固定資産合計 3,010 28,869

投資その他の資産   

投資有価証券 1,012,186 669,959

その他 38,874 119,123

貸倒引当金 △1,119 △1,089

投資その他の資産合計 1,049,940 787,992

固定資産合計 3,120,502 2,901,389

資産合計 5,056,579 5,316,313
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 277,365 ※ 306,365

短期借入金 20,000 247,333

未払法人税等 5,773 14,530

賞与引当金 57,593 33,162

その他 141,832 177,719

流動負債合計 502,564 779,112

固定負債   

長期借入金 9,524 －

役員退職慰労引当金 180,134 206,008

退職給付に係る負債 93,614 102,570

その他 7,857 41,200

固定負債合計 291,130 349,779

負債合計 793,694 1,128,891

純資産の部   

株主資本   

資本金 179,605 179,605

資本剰余金 275,336 275,336

利益剰余金 3,591,448 3,587,815

株主資本合計 4,046,390 4,042,757

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 142,930 143,051

為替換算調整勘定 59,727 △10,274

その他の包括利益累計額合計 202,657 132,776

非支配株主持分 13,837 11,887

純資産合計 4,262,885 4,187,421

負債純資産合計 5,056,579 5,316,313
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 1,801,323 1,724,282

売上原価 1,099,958 1,011,430

売上総利益 701,364 712,851

販売費及び一般管理費 581,995 632,632

営業利益 119,369 80,218

営業外収益   

受取利息 1,659 809

受取配当金 8,112 9,884

その他 2,742 3,023

営業外収益合計 12,515 13,717

営業外費用   

支払利息 455 362

支払手数料 694 240

為替差損 21,994 31,161

その他 78 94

営業外費用合計 23,222 31,858

経常利益 108,662 62,077

特別利益   

固定資産売却益 89 －

投資有価証券売却益 48,596 17,510

保険解約返戻金 1,288 －

特別利益合計 49,975 17,510

特別損失   

固定資産除却損 58 1,013

投資有価証券売却損 535 545

減損損失 14,587 －

損害賠償金 24,590 －

特別損失合計 39,772 1,558

税金等調整前四半期純利益 118,865 78,029

法人税等 39,634 41,128

四半期純利益 79,231 36,901

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,139 1,012

親会社株主に帰属する四半期純利益 74,092 35,889
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 79,231 36,901

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △54,205 121

為替換算調整勘定 △48,473 △72,964

その他の包括利益合計 △102,678 △72,842

四半期包括利益 △23,446 △35,941

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △28,446 △33,992

非支配株主に係る四半期包括利益 4,999 △1,949
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間において、株式会社日新製作所の株式を取得したことにより、当第３四半期連結会

計期間末をみなし取得日として連結の範囲に含めております。このため、当第３四半期連結会計期間において

は、当第３四半期連結会計期間末の貸借対照表についてのみ連結しております。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ206千

円増加しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

（単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形及び売掛金 － 18,639

支払手形及び買掛金 － 7,173

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

（単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 91,735 84,172
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 39,522 30 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

2．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の金額の著しい変動

当社は、第１四半期連結会計期間より、企業会計基準第21号「企業結合に関する会計基準」（平成25年

９月13日企業会計基準委員会。）等を適用しております。この結果、資本剰余金が46,194千円減少する

とともに、利益剰余金が22,589千円増加しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 39,522 30 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

2．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

当社グループは、総合接着・樹脂加工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社グループには、総合接着・樹脂加工事業以外の重要なセグメントがないため、記載を省略しており

ます。

 

２．報告セグメントの変更に関する事項

当社グループの報告セグメントは、従来より総合接着・樹脂加工事業の単一セグメントでしたが、当第

３四半期連結会計期間より、株式会社日新製作所が連結子会社になったことに伴い、報告セグメントに特

殊設計機械事業を追加しております。なお、当第３四半期連結累計期間においては、貸借対照表のみを連

結しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結会計期間において、株式会社日新製作所の株式を取得し、連結の範囲に含めておりま

す。これに伴い、特殊設計機械事業の区分においてのれんを計上しております。なお、当該事象によるの

れんの増加額は25,808千円であります。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称   株式会社日新製作所

事業の内容         回転式熱交換器、連続式真空脱気装置、液原料投入設備及び貯蔵タンク類、撹

拌及び反応タンク類、その他食品用機械の設計・製造・販売・メンテナンス

（2）企業結合を行った主な理由

当社グループの企業価値の向上及び国内体制強化を図ることを目的としております。

（3）企業結合日

平成28年12月31日（みなし取得日）

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

名称に変更はありません。

（6）取得した議決権比率

100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とした株式取得により、当社が議決権の100％を獲得したためであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりませ

ん。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金 54,500千円

取得原価 54,500千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　52,900千円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

25,808千円

（2）発生原因

主として今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

（3）償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 56円24銭 27円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 74,092 35,889

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
74,092 35,889

普通株式の期中平均株式数（株） 1,317,400 1,317,400

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

ポバール興業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石崎　勝夫

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山田　昌紀

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るポバール興業株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連
結会計期間（平成28年10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４
月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ポバール興業株式会社及び連結子
会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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